
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
調理物を加熱するためのヒ－タと、前記調理物を載置させる焼網と、前記焼網を着脱自在
に係止させるための焼網支持枠と、前記ヒ－タ、焼網、焼網支持枠を内蔵させ、且つ前部
が開閉自在の扉からなる内筐体とを有し、前記焼網支持枠を前記内筐体の両側面に設けた
長穴と前記扉とに係合させる構成において前記焼網支持枠をコ字形の線材からなり且つ中
央部を突設させた前線材と、上方に突設させた線材とを有する後線材とで接合させ、前記
焼網を前記前線材と前記後線材とで着脱自在に配設させる構成のオ－ブント－スタ－。
【請求項２】
前線材の両端を上方に折曲させた部分と後線材の上方への突設部分との間に焼網の後端を
配設させる構成の請求項１記載のオ－ブント－スタ－。
【請求項３】
焼網を縦線材と横線材を上下交互になるようにクロス状に編み平面形状にした焼網を設け
た請求項１記載のオ－ブント－スタ－。
【請求項４】
焼網は、縦横の複数の線材で矩形に形成し、周辺部分の線材の間隔を中央部分の線材の間
隔より大きい構成とした請求項１記載のオ－ブント－スタ－。
【請求項５】
前線材の両端を上方に折曲し、さらに後方に折曲させた端面部を設けた請求項２記載のオ
－ブント－スタ－。
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【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、一般家庭で使用するオーブントースターに関するものである。
【０００２】
【従来の技術】
従来、この種のオーブントースターは、特開平３－２４１２３７号公報に示されている構
成となっているのである。以下、図７、図８に基づいて、このオ－ブント－スタについて
説明する。調理庫５１を形成する内筐体５２の側壁には、上ヒ－タ５３、下ヒ－タ５４を
懸架している。この上ヒ－タ５３、下ヒ－タ５４間に焼網５５を設けている。また、本体
５８の前面には、内筐体５２の前側開口部を開閉する中央部分が透視用のガラス５７で構
成された扉５６を設けている。扉５６の調理庫５１側に焼網５５の前方側を着脱自在に係
止するヒンジ部５９が設けられている。
【０００３】
６０は内筐体５１の左右側壁に設けられた円弧状の穴部６１に貫通し設けられた軸であり
、軸６０はバネ６２により後方側に付勢されている。焼網５５は前方を着脱自在にヒンジ
部５９に係止され、焼網５５の後方は軸６０に着脱自在に係止されている。
【０００４】
以上の構成で、扉５６の開閉を行うと、焼網５５はヒンジ部５９により前後に移動すると
ともに、焼網５５の後方部で係止された軸６０も円弧状の穴部６１内を前後に移動される
。また、ヒンジ部５９と軸６０に係止した焼網５５を各々係止部を外すと焼網５５は取り
外すことができる。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、このような従来の構成では、焼網５５を取り外すと扉５６は扉５６の回動
軸部のみで支持され、扉５６の本体への取り付け強度が弱くなり、この状態で扉５６を開
閉させると回動軸部に過重がかかり、回動軸部を変形または破損させてしまう恐れがあり
、扉５６の支持強度が弱くなる欠点があった。
【０００６】
また、焼網５５を取り付ける時、最初に焼網５５の軸６０への係止部分を軸６０に係止さ
せ、次に焼網５５を前方に引張、軸６０を円弧状の穴部６１内を移動させ、焼網５５を引
っ張った状態で、焼網５５の前部をヒンジ部５９に引っ掛ける操作が必要であり、焼網の
着脱操作が難しい欠点があった。
【０００７】
また、焼網５５の形状も軸６０への係止部や、後方部の調理物落下防止のためのＬ字状の
曲げなどにより形状が複雑になり、また線材の端面を有するため、焼網５５の清掃がやり
難い欠点があった。
【０００８】
また、焼網５５は、枠に直線状の線材を曲げ加工したものを枠にスッポト溶接した構成で
あり、焼網５５の強度を保つため線材の直径は細くすることが困難であり、食パンを焼く
と、焼網５５の線材の部分に対向する食パンの裏面側に焼色が付ないため、焼色の付かな
い部分が大きくなる欠点があった。
【０００９】
本発明はこのような従来の課題を解決するもので、焼網の着脱操作の容易な、強度の高い
、使い勝手の良い、安全で安価な焼網の着脱構成を有するオ－ブント－スタを提供するこ
とを目的としている。
【００１０】
【課題を解決するための手段】
上記課題を解決するために本発明は、調理物を加熱するためのヒ－タと、前記調理物を載
置させる焼網と、前記焼網を着脱自在に係止させるための焼網支持枠と、前記ヒ－タ、焼
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網、焼網支持枠を内蔵させ、且つ前部が開閉自在の扉からなる内筐体とを有し、前記焼網
支持枠を前記内筐体の両側面に設けた長穴と前記扉とに係合させる構成において前記焼網
支持枠をコ字形の線材からなり且つ中央部を突設させた前線材と、上方に突設させた線材
からなる後線材とで接合させ、前記焼網を前記前線材と前記後線材とで着脱自在に配設さ
せる構成のオ－ブント－スタ－とするものである。
【００１１】
【発明の実施の形態】
請求項１記載の発明は、調理物を加熱するためのヒ－タと、前記調理物を載置させる焼網
と、前記焼網を着脱自在に係止させるための焼網支持枠と、前記ヒ－タ、焼網、焼網支持
枠を内蔵させ、且つ前部が開閉自在の扉からなる内筐体とを有し、前記焼網支持枠を前記
内筐体の両側面に設けた長穴と前記扉とに係合させる構成において前記焼網支持枠をコ字
形の線材からなり且つ中央部を突設させた前線材と、上方に突設させた線材からなる後線
材とで接合させ、前記焼網を前記前線材と前記後線材とで着脱自在に配設させる構成とす
ることにより、焼網支持枠を扉に連結させた状態で焼網支持枠上に載置した焼網のみを容
易に着脱でき、焼網を取り外しても、扉は焼網支持枠により保持されていることにより、
扉の保持強度を保つことができる。
【００１２】
また、扉に回動自在に係止された前線材と前記内筐体の左右側壁の長穴部に係合させた後
線材により焼網支持枠を構成させたことにより、扉係止部と内筐体の左右側壁の長穴部に
係合部は各々一体の線材で構成されるため、寸法精度を高めることができ、また、強度が
あり、さらに形状も簡素化でき、安価で操作性の良いオ－ブント－スタ－を提供すること
ができる。
【００１３】
また、焼網上でもち等を加熱調理し、もちが焼網にくっついた時など、もちを取り出す場
合焼網も前方方向に引張られるが、焼網支持枠の上方に突出した焼網支持枠の端面部分に
焼網が係止され、もちが焼網から外れ、もちのみを取り出すことができ、加熱調理直後の
高温に加熱された焼網は外れないため安全である。また、清掃時等焼網を取り外す時は、
焼網を後上方に移動すれば容易に焼網支持枠の端面の係止部から焼網を取り外すことがで
きる。
【００１４】
また、焼網支持枠の端面部分は、内筐体の後方部分に配設されているため、清掃時等、手
が触れにくく怪我の恐れもなくすことができ安全である。
【００１５】
請求項２記載の発明は、前記前線材の両端を上方に折曲させた部分と前記後線材の上方へ
の突設部分との間に、前記焼網の後端を配設させる構成とすることにより、焼網支持枠上
に着脱自在に載置された焼網に後方側に押す力が加えられた時、後線材で止まり、また焼
網に前方側に引く力が加えられた時、前線材で止まり、誤って焼網が焼網支持枠から外れ
ることがなく、また、焼網を取り外す時は、上方に略垂直に立ち上げられた左右の後線材
の部分をガイドとして上方に持ち上げれば容易に取り外すことができ、安全で使い勝手の
良い焼網着脱構成を提供することができる。
【００１６】
請求項３記載の発明は、焼網を縦線材と横線材を上下交互になるようにクロス状に編み平
面形状にした焼網を設けたことにより、焼網の縦線材と横線材を上下交互になるようにク
ロス状に編みはむ込まれており、強度が強いため線材の直径を細くすることができ、食パ
ン等加熱調理時、食パン裏面に焼色の付かない面積を少なくするこたができる。また、も
ち等加熱調理時、たれやすく、焼網にくつっき易いものも、調理物をクロス状の網で均一
に保持することにより、調理物はたれに難く、また焼網にくっつき難く、調理物を容易に
取り出すことができ、使いやすいオ－ブント－スタ－を提供することができる。また、焼
網は平面形状により、清掃時邪魔な突起物等がなく容易に清掃することができ、衛生性を
高めることができる。
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【００１７】
請求項４記載の発明は、前記焼網は、縦横の複数の線材で矩形に形成し、周辺部分の線材
の間隔を中央部分の線材の間隔より大きい構成することにより、内筐体の近傍部分や扉近
傍部分のヒ－タから離れた焼網部分にはヒ－タからの輻射熱が弱くなり加熱調理時焼色が
付き難くい場所の焼網ピッチを焼網中央部よりピッチを大きく、調理物がうまく加熱でき
る焼網の場所を表示でき、均一に調理物に焼色を付ける事ができ使い勝手を向上できる。
【００１８】
請求項５記載の発明は、前記前線材の両端を上方に折曲し、さらに後方に折曲させた端面
部を設けたことにより、焼網の外周前部が係止されるとともに、焼網支持枠の上方に突出
した焼網支持枠の端面部分に焼網の外周後部が係止され、焼網は焼網支持枠により保持さ
れ、焼網上でもち等を加熱調理し、もちが焼網にくっついた時など、もちを取り出す場合
、焼網も引張られるが、前線材の両端を上方に折曲し、さらに後方に折曲させた端面部に
焼網は引っ掛かり焼網は容易に焼網支持枠のから外れず、もちのみが焼網から外れ、もち
を取り出すことができ、加熱調理直後の高温に加熱された焼網は外れないため安全である
。
【００１９】
【実施例】
（実施例１）
以下、本発明の一実施について、図面を参照しながら説明する。
【００２０】
図１～図６において、１は前面側が開口した外筐体であり、３は調理庫２を形成する内筐
体である。４は内筐体３の上部側壁に懸架され，扉近傍に設けられた上ヒータであり、５
は内筐体３の下部側壁に懸架された下ヒータである。
【００２１】
６は上ヒータ４と下ヒータ５間に前後にスライド自在に内筐体３に設けた焼網支持枠であ
り、この焼網支持枠６は前線材６ａと後線材６ｂの２本の線材をスポット溶接をし焼網支
持枠６となっている。前線材６ａは略コの字状であり、端面が調理庫２の奥側になり、後
線材６ｂは中央部分が上方に突出しており、両端は、内筐体３の左右両側面に設けた略円
弧状の長穴３ａを貫通し設けられるとともに後線材ｂの左右両端部には焼網支持枠６を調
理庫内側に付勢させるバネ７の一端が取り付けられている。
【００２２】
８は焼網支持枠６上に着脱自在載置された焼網である。９は内筐体３の前側開口部の開閉
をする扉であり、９ａは扉９の中央部分を構成する透視用に設けたガラスである。扉９の
下部の軸１０を中心に回転自在に本体に取り付けられている。　扉９に設けたヒンジ部１
１に前線材６ａが連結され、扉９の開閉に連動して焼網支持枠６は前後にスライドする。
【００２３】
焼網支持枠６を断面が丸棒の線材で構成し、焼網支持枠６の前線材６ａの上方に突出した
端面部６ｃと後線材６ｂの上方に突出した空間に焼網８の後方の枠部を挿入し、端面部６
ｃは焼網８の左右端後部の焼網８の枠線材とクロス線材で区切られた空間を貫通し、また
、焼網８の前方の枠部を焼網支持枠６上の扉９に設けた左右ヒンジ部１１間に載置して焼
網８を着脱自在に設けている。端面部６ｃは上方に突出させ、さらに先端部分は後方に折
り曲げられている。１２は外筐体１の前面の扉９の右方に設けられた前板であり、前板１
２にはタイマ－１３が設けられている。また、１４は内筐体３の下方開口部に前後方向に
着脱自在に設けられた屑受け皿である。
【００２４】
以上のように本実施例によれば、焼網８を取り外す時、扉９を開くと、扉９に連動して焼
網支持枠６が前方にスライドして移動し、焼網支持枠６上に載置された焼網８を後上方向
きに引き上げると端面部６ｃの焼網８の引っ掛け部から焼網を容易に取り外す事ができ、
焼網支持枠６を扉９に連結させた状態で焼網支持枠６上に載置した焼網のみを容易に着脱
でき、焼網８を取り外しても、扉９は焼網支持枠６により保持されていることにより、扉
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９の保持強度を保つことができ、また、調理物が直接載置され汚れやすい焼網８のみを取
り外すことができ、掃除も容易であり、強度の高い、操作性の良いオ－ブント－スタ－を
提供することができる。
【００２５】
また、扉９に回動自在に係止された前線材６ａと前記内筐体３の左右側壁の長穴部３ａに
係合させた後線材６ｂにより焼網支持枠６を構成させたことにより、扉９に設けたヒンジ
部１１に前線材６ａを係止し、と内筐体３の左右側壁の長穴部３ａに係合する後線材は各
々一体の線材で構成されるため、寸法精度を高めることができ、また、一体化により強度
があり、さらに形状も簡素化でき、安価で操作性の良いオ－ブント－スタ－を提供するこ
とができる。
【００２６】
また、もち等加熱調理時、たれやすく、焼網８にくつっき易いものを調理し、調理物が万
一焼網８にくっついた場合、調理物を取り出そうとし、調理物を前方に引っ張ても、焼網
８は端面部６ｃに引っ掛り、高温になった焼網は外れなく安全であり、また、焼網支持枠
６の端面は調理庫２の奥に位置し、端面方向も奥側向きであり、端面エッジに清掃時等手
が触れる恐れが少なく安全であるとともに、調理物を容易に取り出すことができる。また
、扉９に設けられた左右のヒンジ部１１により、焼網８の左右方向の位置が規制され扉９
開閉により焼網支持枠６がスライドしたとき焼網８が内筐体３の側壁に擦れる恐れがなく
スム－ズに扉９を開閉させることができる。また、焼網支持枠６の端面部６ｃは左右の端
に設けられており、調理物の邪魔にならず有効に焼網８のスペ－スを使用でき、安全性の
高い使いやすいオ－ブント－スタ－を提供することができる。
【００２７】
また、後線材６ｂの両端は、内筐体３の左右両側面に設けた略円弧状の長穴３ａを貫通し
設けられるとともに後線材６ｂの左右両端部には焼網支持枠６を調理庫内側にに付勢させ
るバネ７の一端が取り付けられている。　後線材６ｂの両端面は調理庫２外に位置し、後
線材６ｂの左右両端部に清掃時等手を触れることがなく、端面エッジで怪我をする恐れが
なく安全であり、また、扉９の開閉時、内筐体３の左右両側面に設けた略円弧状の長穴３
ａに挿入された後線材６ｂの左右両端部分が習動し焼網支持枠６が前後にスライドするが
、線材で構成されているため習動が滑らかであるとともに、１本の線材で構成されたこと
ににより、寸法形状のバラツキが少なく、焼網支持枠６を滑らかにスライドさせることが
できる。また、線材により焼網支持枠６の形状および加工を簡素にできる。
【００２８】
（実施例２）
第２の実施例では、後線材６ｂの中央部分を上方に突出させ、この上方に略垂直に立ち上
げられた左右の後線材６ｂの焼網８のストッパ－部６ｄに上部が前方扉９側に突出するよ
うに略くの字状に曲げを設けた後線材６ｂにより焼網支持枠６を構成したものであり、ま
た、このストッパ－部６ｄのくの字状の折り曲げ部は前線材６ａの端面部６ｃより下方に
設けられている。
【００２９】
上記構成により、焼網支持枠６上に着脱自在に載置された焼網８に後方側に押す力が加え
られた時、略くの字状に曲げられたストッパ－部６ｄの折り曲げ部分で焼網８は係止され
、この時焼網８を前側に引っ張っても前線材６ａの端面部６ｃに係止され、誤って焼網８
が焼網支持枠６から外れることがなく、また、焼網８を取り外す時は、上方に略垂直に立
ち上げられた左右の後線材６ｂストッパ－部６ｄをガイドとして上方に持ち上げれば容易
に取り外すことができ、安全で使い勝手の良い焼網着脱構成を提供することができる。
【００３０】
（実施例３）
第３の実施例では、焼網８の外周部を構成する枠線材に凹凸を有する縦線材と横線材を上
下交互になるようにクロス状に編み平面形状にした網をスッポト溶接にて固定したもので
あり、さらにスッポト溶接の精度を高めるため焼網８の外周部を構成する枠線材の近傍部
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分の縦線材と横線材は凹凸をなくしたストレ－ト形状としている。　焼網８の縦線材と横
線材を上下交互になるようにクロス状に編みはむ込まれたことにより、強度が向上し、線
材の直径を細くすることができ、食パン等加熱調理時、食パン裏面に焼色の付かない面積
を少なくするこたができる。
【００３１】
また、もち等加熱調理時、たれやすく、焼網８にくつっき易いものも、調理物をクロス状
の網で均一に保持することにより、調理物はたれに難く、また焼網８にくっつき難く、調
理物を容易に取り出すことができ、使いやすいオ－ブント－スタ－を提供することができ
る。
【００３２】
また、焼網８は平面形状により、清掃時邪魔な突起物等がなく容易に清掃することができ
、衛生性を高めることができる。
【００３３】
（実施例４）
第４の実施例では、焼網８の周辺部分のピッチを焼網８の中央部分のピッチより大きくし
、縦線材と横線材を上下交互になるようにクロス状に編んだ平面形状の焼網８を設けたも
のであり、内筐体３の近傍部分や扉９近傍部分の上ヒ－タ４および下ヒ－タ５から離れた
焼網８部分にはヒ－タからの輻射熱が弱くなり加熱調理時焼色が付き難くい場所の焼網ピ
ッチを焼網中央部の焼網ピッチより大きくし、調理物がうまく加熱できる焼網の場所の表
示可能にし、均一に調理物に焼色を付ける事ができ使い勝手の良いオ－ブント－スタ－を
提供できる。
【００３４】
（実施例５）
第５の実施例では、焼網支持枠６の前線材６ａの上方に突出した端面部６ｃと後線材６ｂ
の上方に突出した空間に焼網８の後方の枠部を挿入し、端面部６ｃは焼網８の左右端後部
の焼網８の枠線材とクロス線材で区切られた空間を貫通し、焼網８の外周枠部を係止し、
端面部６ｃは上方に突出させ、さらに先端部分は後方に折り曲げられている。また、焼網
支持枠６の前方部分を構成する前線材６ａの弾力性の高い中央部分に焼網支持枠の上方側
に凸部６ｅを設け、この凸部６ｅに焼網８の外周枠部を係止させ、焼網８を焼網支持枠上
６に着脱自在に載置している。このよな焼網８の取り付け構成により、焼網支持枠の前線
材６ａ設けられた前方側の凸部６ｅと後方側の端面部６ｃにより焼網８は焼網支持枠６に
保持されている。以上のように本実施例によれば、焼網８上でもち等を加熱調理し、もち
が焼網８にくっついた時など、もちを取り出す場合、焼網８も引張られるが、焼網支持枠
６の保持力により焼網８が保持され、もちが焼網から外れ、もちのみを取り出すことがで
き、加熱調理直後の高温に加熱された焼網８は外れないため安全である。また、清掃時な
ど焼網８を外す場合は、焼網支持枠６は線材で構成されているので、弾力性があり、この
弾力性を用いて、焼網支持枠６の前方部分の凸部６ｅを変形させ、焼網８をこの凸部６ｅ
から外し、その後、後部の焼網支持枠６の端面部６ｃから焼網８を容易に焼網支持枠６か
ら取り外すことができる。
【００３５】
また、焼網８をセットする場合は、焼網支持枠６の前線材６ａの左右の端面部６ｃに焼網
８の外周枠線の後部を係止させ、次に、焼網支持枠の前線材６ａの中央に設けられた凸部
６ｅを奥側に押し焼網８の外周枠線の前部を凸部６ｅに係止させると、焼網支持枠の前線
材６ａ設けられた前方側の凸部６ｅと後方側の端面部６ｃにより焼網８は焼網支持枠６に
保持される。本構成により、焼網８の取り付け時は、確実に保持ができ、着脱の容易な焼
網着脱構成を提供することができる。
【００３６】
【発明の効果】
以上のように、請求項１記載の発明によれば、焼網支持枠上に載置された焼網を容易に取
り外す事ができ、焼網支持枠を扉に連結させた状態で焼網支持枠上に載置した焼網のみを
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容易に着脱でき、焼網を取り外しても、扉は焼網支持枠により保持されていることにより
、扉の保持強度を保つことができ、また、調理物が直接載置され汚れやすい焼網のみを取
り外すことができ、掃除も容易であり、また、扉に回動自在に係止された前線材と前記内
筐体の左右側壁の長穴部に係合させた後線材により焼網支持枠を構成させたことにより、
扉係止部と内筐体の左右側壁の長穴部に係合部は各々一体の線材で構成されるため、寸法
精度を高めることができ、また、強度があり、さらに形状も簡素化でき、安価で操作性の
良いオ－ブント－スタ－を提供することができる。
【００３７】
また、扉と反対側の内筐体の後方部に線材の端面部分を配設し、この端面部分を焼網支持
枠から上方に突出させ、この端面部分に焼網を着脱自在に掛止状態にし、焼網を焼網支持
枠上に載置させた構成としたことにより、焼網上でもち等を加熱調理し、もちが焼網にく
っついた時など、もちを取り出す場合焼網も前方方向に引張られるが、焼網支持枠の上方
に突出した焼網支持枠の端面部分に焼網が係止され、もちが焼網から外れ、もちのみを取
り出すことができ、加熱調理直後の高温に加熱された焼網は外れないため安全である。ま
た、焼網支持枠の端面は調理庫の奥に位置し、端面方向も奥側向きであり、端面エッジに
清掃時等手が触れる恐れが少なく安全であるとともに、調理物を容易に取り出すことがで
き、また、扉に設けられた左右のヒンジ部により、焼網の左右方向の位置が規制され扉開
閉により焼網支持枠がスライドしたとき焼網が内筐体の側壁に擦れる恐れがなくスム－ズ
に扉を開閉させることができる。また、焼網支持枠の端面部は左右の端に設けられており
、調理物の邪魔にならず有効に焼網スペ－スを使用でき、安全性の高い使いやすいオ－ブ
ント－スタ－を提供することができる。
【００３８】
また、請求項２記載の発明によれば、焼網支持枠の後線材の中央部分を上方に突出させ、
この上方に略垂直に立ち上げられた左右の後線材の部分に上部が前方扉側に突出するよう
に略くの字状に曲げられた焼網支持枠を設けたことにより、焼網支持枠上に着脱自在に載
置された焼網に後方側に押す力が加えられた時、略くの字状に曲げられた角部で止まり、
誤って焼網が焼網支持枠から外れることがなく、また、焼網を取り外す時は、上方に略垂
直に立ち上げられた左右の後線材の部分をガイドとして上方に持ち上げれば容易に取り外
すことができ、安全で使い勝手の良い焼網着脱構成を提供することができる。
【００３９】
また、請求項３記載の発明によれば、焼網を縦線材と横線材を上下交互になるようにクロ
ス状に編み平面形状にした焼網を設けたことにより、焼網の縦線材と横線材を上下交互に
なるようにクロス状に編みはむ込まれており、強度が強いため線材の直径を細くすること
ができ、食パン等加熱調理時、食パン裏面に焼色の付かない面積を少なくするこたができ
る。　また、もち等加熱調理時、たれやすく、焼網にくつっき易いものも、調理物をクロ
ス状の網で均一に保持することにより、調理物はたれに難く、また焼網にくっつき難く、
調理物を容易に取り出すことができ、使いやすいオ－ブント－スタ－を提供することがで
きる。
【００４０】
また、焼網は平面形状により、清掃時邪魔な突起物等がなく容易に清掃することができ、
衛生性を高めることができる。
【００４１】
また、請求項４記載の発明によれば、焼網の周辺部分のピッチを焼網の中央部分のピッチ
より大きくし、縦線材と横線材を上下交互になるようにクロス状に編んだ平面形状の焼網
を設けたことにより、内筐体の近傍部分や扉近傍部分のヒ－タから離れた焼網部分にはヒ
－タからの輻射熱が弱くなり加熱調理時焼色が付き難くい場所の焼網ピッチを焼網中央部
よりピッチを大きく、調理物がうまく加熱できる焼網の場所を表示でき、均一に調理物に
焼色を付ける事ができ使い勝手を向上できる。
【００４２】
また、請求項５記載の発明によれば、焼網支持枠の前方部分を構成する前線材の中央部分
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に焼網支持枠の上方側に凸部を設け、この凸部に焼網の外周枠部を係止させるとともに、
焼網支持枠の上方に突出した焼網支持枠の端面部分に焼網の外周後部が係止され、焼網は
焼網支持枠により保持され、焼網上でもち等を加熱調理し、もちが焼網にくっついた時な
ど、もちを取り出す場合、焼網も引張られるが、焼網支持枠の保持力により焼網が保持さ
れ、もちが焼網から外れ、もちのみを取り出すことができ、加熱調理直後の高温に加熱さ
れた焼網は外れないため安全である。
【００４３】
また、清掃時など焼網を外す場合は、焼網支持枠は線材で構成されているので、弾力性が
あり、この弾力性を用いて、焼網支持枠の前方部分の凸部を変形させ、焼網をこの凸部か
ら外し、その後、後部の焼網支持枠の端面部分から焼網を外すと焼網は容易に焼網支持枠
から取り外すことができる。このように、本構成により、焼網取り付け時は、確実に保持
でき、着脱の容易な、また、安全性の高い焼網着脱構成を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の実施例１におけるオ－ブント－スタ－の要部縦断面図
【図２】同オ－ブント－スタ－の斜視図
【図３】同オ－ブント－スタ－の要部斜視図
【図４】本発明の実施例２における焼網支持枠部品の斜視図
【図５】本発明の実施例４における焼網部品の平面図
【図６】本発明の実施例５における焼網部品の平面図
【図７】従来のオーブントースターの縦断面図
【図８】同オーブントースターの本体斜視図
【符号の説明】
１　　　外筐体
２　　調理庫
３　　内筐体
３ａ　長穴
４　　上ヒータ
５　　下ヒータ
６　　焼網支持枠
６ａ　前線材
６ｂ　後線材
６ｃ　端面部
６ｄ　ストッパ－部
６ｅ　凸部
８　　焼網
９　　扉
１１　　ヒンジ部
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

(9) JP 3596406 B2 2004.12.2



【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】
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